






研究目的 

新生児壊死性腸炎 neonatal necrotizing enterocolitis(以下 NEC)は,消化管の虚血性壊死

を主徴とし,急速に消化管穿孔,腹膜炎敗血症,ショックを併発する極めて重篤な後天性腸

疾患である。 

近年の新生児医療の向上に伴い増加してきており,新生児とくに 1,500g 未満の極小未熟児

の養育上無視できない疾患となってきている。したがって本症の発生予防と対策は,新生児

医療の推進にあたり解決しなければならない課題の一つといえる。そこでまず臨床的診断

基準の作成を試み,これに基づく本症の実態把握さらにその対策と研究を進めて行きたい。 


